







   



























 職 員 等：受付、産総研職員、コーディネーターなどが常駐 
 





学官プラザ in Tokyo」を開設しました。本学は開設に先駆けて地方大学６校と１TLO とともに組
織設立に参画し、４月東京サテライトオフィス(個室 25m２)を開設しました(写真参照)。 
設置場所：東京都江戸川区船堀 3-5-24 朝日信用金庫船堀センター６F(都営新宿線船堀駅) 
施設設備：入居スペース１０室、大型会議室、受付ホール、シャワールーム、大型ホール 
     受付常駐、２４時間使用可、セキュリティ完備 
東京オフィス
平成１５年度 第４回ＣＲＤ セミナー 
日時：5月28日(金) 13 時 30 分 ～ 15 時 00 分 





















住友金属鉱山シポレックス（株）技術部技術統括グループ 技術担当課長 青野義道 
ＡＬＣ（軽量気泡コンクリート）は、軽量性、耐熱性、耐火性、断熱性などの特性に優れることから、建物のあらゆる
部位に広く用いられているが、近年の地球環境問題等を背景とした建築物の高寿命化の要求の高まりから、その耐久性向
上が緊急の課題となっている。ＡＬＣの耐久性に関わる３要素は、補強鉄筋の錆、凍害、炭酸化である。補強鉄筋の錆に
ついては鉄筋に防錆処理が施されているため問題はなく、凍害についてもこれまでの精力的な研究によりその対処方法が
明らかにされている。一方、炭酸化については、経過年数とともにその問題が表面化しつつあるものの、その劣化機構や
評価方法についての十分な理論的な知見がないのが現状である。 
ＡＬＣの炭酸化は、その構成鉱物であるトバモライト（1.1nm-Tobermorite）が水分を介して炭酸ガスと反応し、炭酸
カルシウムとシリカゲルとに分解し、炭酸化が著しく進行した場合はＡＬＣにひび割れを生ずる現象である。本研究では、
まず炭酸化の指標として炭酸化度を定義し、nm スケール（トバモライトの結晶構造）、nm～μm スケール（細孔構造）、お
よびｃｍ～ｍスケール（パネル）に分けたＡＬＣの構造変化と炭酸化度との関係を解明することを目的とし、トバモライ
トの結晶構造の分解、細孔構造の変化について、従来からのＮＭＲ、水銀圧入式細孔径分布測定に加え、水蒸気吸着試験
により評価した。その結果、経年炭酸化と促進炭酸化で、nm スケール、nm～μmスケールのトバモライトの結晶構造の分
解、細孔構造変化に違いが認められた。一方、ｃｍ～ｍスケールのパネルでは、炭酸化に伴う収縮量に両者の差は小さい
ことから、パネルとしての耐炭酸化性能の評価に促進炭酸化試験が適用できることが明らかとなった。 
 
テーマⅢ：ESW理論を用いたセメント硬化体の細孔構造解析 
客員教授 柴田純夫 
(住友金属鉱山シポレックス(株)取締役技術部長) 
 ＡＬＣやコンクリートなどのセメント硬化体は、一般に幅広い細孔構造を持つために、その物性や耐久性は内部に存
在する水分の影響を大きく受ける。そのため、セメント硬化体の耐久性などの物性を水分特性と関連付けて検討すること
が試みられており、そのためには多孔質材料であるセメント硬化体の細孔構造と熱力学的な水蒸気特性をあわせて把握す
ることがきわめて重要である。 
 しかし、単分子吸着能や比表面積といった細孔構造に関する情報を得ることができるものとして従来から用いられてい
るガス吸着理論は、低相対圧領域におけるガス吸着から比表面積を概算しているため、全相対圧における説明がなされて
いない欠点がある。また、吸着等温線から極性吸着分子の吸着ポテンシャルや水蒸気吸着等温線の非孔性材料への適用な
どの吸着等温線の物理的解釈に関する理論では、単分子吸着能と比表面積については考慮されていないなどの問題があり、
多孔質材料であるセメント硬化体の耐久性などの物性と細孔構造および水蒸気特性を理論的に関連付けるまでには至っ
ていない。本研究では、水蒸気吸着等温線から全相対圧における単分子吸着能と比表面積といった細孔構造だけでなく熱
力学的な水蒸気特性に関する情報も得ることができる最新のガス吸着理論であるＥＳＷ（過剰表面仕事：Excess Surface 
Work）理論に着目し、ＡＬＣおよびセメント硬化体の細孔構造解析を試みた。その結果、ESW 理論により撥水剤添加によ
るＡＬＣの耐炭酸化性能向上の効果をＡＬＣ基材表面への水分吸着エネルギーの違いによって論ずることができ、炭酸化
に伴うトバモライトの結晶構造の分解についてもＮＭＲに基づく構造解析によるものとよく一致することが分かった。ま
た、ＥＳＷによる解析がセメント硬化体の結晶構造解析にも応用できることが明らかとなった。 
